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とからも， 2 週間に 1 度，15分程度のトレーニ
図 ₇　人工呼吸と胸骨圧迫の正確率の変化（ ₂週間後は₁₅分のトレーニング後含む）
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ングを行うことによって，正しい胸骨圧迫技術
が維持されることが推察される。
「2005心肺蘇生法と救急心血管治療における
科学と治療勧告についての国際コンセンサス
（2005ガイドライン）」では，胸骨圧迫の重要性
が強調されており，旧ガイドラインでは，「胸
骨圧迫15回+人工呼吸 2 回」であったのに対し
て，2005ガイドラインでは，「胸骨圧迫30回+
人工呼吸2回」に変更されている。さらに，人
工呼吸は，たとえうまく吹き込むことができな
かったとしても，やり直すことはしない。なぜ
なら，胸骨圧迫の開始が遅れたり，中断時間が
増えたりすることは，傷病者の蘇生に良い影響
を与えないからである，としている。心肺蘇生
法のアルゴリズムにおいても，「人工呼吸 2 回
（省力可）」と示されている 2 ）ことからも，人
工呼吸よりも，胸骨圧迫の重要性が示されてい
る。したがって，緊急時には，迅速にかつ正確
に，胸骨圧迫を行うことが非常に重要な要素で
あり，胸骨圧迫の正確率を高めることが，蘇生
率を高めることの不可欠な要素であることは明
確である。
したがって，バイスタンダーである存在（ス
ポーツ現場でいえば，トレーナーや，マネー
ジャー，コーチ，または，チームメイト）が，
緊急時に速やかに一次救命処置をすることが重
要であり，その中でも，胸骨圧迫を正確に行う
ことだけでも大きな意味を持つといえる。今回
の結果が示すことは，多少なりとも経験のある
者においては，わずか1時間のトレーニングに
よって，胸骨圧迫に関しては大きな改善が見ら
れ，人工呼吸よりも比較的習得しやすい技術で
あることが示唆された。したがって，短時間で
のトレーニングにおいても，胸骨圧迫が習得で
きるということは，短時間で多くの人の命を救
える可能性が高まるといえる。
しかしながら，何らかの形でCPR教育を受け
ていたとしても，一定期間時間が空いてしまえ
ば，その知識と技術は薄れ，緊急時に実践でき
るものではなくなってしまっている現状がある。
必要最低限の知識と技術であるものの， 1 時間
程度の講習で習得できるならば，さらに， 2 週
間に 1 度，15分程度の復習において，技術が維
持されるのであるならば，体育・スポーツに携
わる者（もちろんそれ以外も同様ではある）全
員が，この知識と技術の習得，維持に真剣に向
き合うべきであるといえる。たった15分のト
レーニングが，尊い“いのち”を救えるのであ
る。
5 ．まとめ
本研究においては，データ数が必ずしも多く
ないこと，および他のトレーニング条件との比
較をしていないなどの課題はあるものの，正し
いCPRの習得における胸骨圧迫には， 1 時間程
度の講習で習得できる可能性が示唆された。さ
らに，その能力を維持するためには， 2 週間に
1 度15分程度のトレーニングを行うことが望ま
しいことが推察できる。
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